
「高次脳機能障害及びその関連障害に対する 

地域支援ネットワーク構築促進事業」の活用 
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「高次脳機能障害及びその関連障害に対する地域支援ネットワーク構築促進事業」の実施状況

＜茨城県＞

支援を適正かつ円滑に推進するため、医療、福祉、就労支援、家族会、教育の有識者で計12名の
委員で構成し、年２回、各分野での高次脳機能障害支援の進捗を共有するとともに、施策充実の
検討を実施。行政機関である茨城県高次脳機能障害支援センターの諮問機関としても機能。

①地域支援ネットワーク協議会の設置

②地域支援ネットワーク構築のための関係機関の把握・開拓及び情報提供

県内５地域に地域支援拠点を整備し、それぞれに配置されている支援コーディネーターが月に一
度、病院などの地域の関係機関に高次脳機能障害支援体制に協力してもらえるよう開拓を行う。
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「高次脳機能障害及びその関連障害に対する地域支援ネットワーク構築促進事業」の実施状況

＜愛知県＞

該当なし
①地域支援ネットワーク協議会の設置

②地域支援ネットワーク構築のための関係機関の把握・開拓及び情報提供

【尾張地域の支援拠点機関：愛知県西部を主な対象】

・支援機関との相互連携による講座開催（社会生活力向上事業）
　若年者のつどい(4回,26人)、移動グループワーク(1クール,32人)、ICT講座(基礎編・応用編)(各1
回,9人)、失語症ミニ講座＆サロン(年3回,160人)
・協力医療機関及び専門機関の確保・明確化（ネットワーク強化事業）

出張相談（医療・福祉関係機関等）(年５回,52人)、失語症出張相談室(年６回,11人)、高次脳機
能障害連続ミニセミナー(年５回,685人)
・社会資源の開拓、情報提供充実化（情報充実化事業）
メール相談窓口(16件)、啓発ｲﾍﾞﾝﾄ(2回,29人)、情報コーナー設置、啓発ポスター配布(市町村等)

【三河地域の支援拠点機関：愛知県東部を主な対象】

・協力医療機関及び専門機関の確保・明確化・連携強化
西三河南部東・西圏域の支援体制強化のため、当該地域の行政・医療・相談支援機関・福祉

サービス事業所等へ訪問し支援ネットワーク構築の呼びかけを行う(延37回)とともに、集合研修
会「高次脳機能障害支援ネットワークを考える会」を２圏域で開催（2回 延137人）。
【ピアカウンセラー養成】（家族会）

・社会資源の開拓
ピアカウンセラー養成講座…障害の当事者や御家族等は自身の経験や知識を元に親密に相談対

応ができる一方、相談を受ける際の受け答えの基本や傾聴の仕方等について相談技術の習得が必
要なため、家族相談会関係者向けの講座を開催して支援力を養う(年2回 延24人)

※各事業(年間計画回数、
R6.4～9月分利用実績人数)
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2025/1/20

1
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笑い太鼓も時々参
加させていただき、
高次脳機能障害に
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高次脳機能障害も意識した支援ネットワーク
②医療圏域

1

2

西三河南部東・西圏域の支援ネットワークの構築
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2024 年度愛知県高次脳機能障害社会復帰促進事業 

「高次脳機能障害」とは・・・ 
原因…交通事故や脳血管障害の病気などで脳にダメージを受けることが原因となります 
主な症状…事故などの前と比べて新しいことを覚えられなくなった、怒りっぽくなった など 

高次脳機能障害かもしれないと感じたら、お気軽にご相談ください 
いっしょに心配事や悩み事の問題解決のヒントを見つけましょう 

★下記の会場で開催します（13︓30～15︓30） ご都合のよい会場へお越しください 

※刈谷会場については変更する場合がありますので、電話にてご確認ください

※みずほ事務所では 月・木曜日にも相談を受け付けていますが、それ以外でご希望の方は

一度お電話ください  TEL ０７０－２２３３－６４２２

◆ 相談無料 事前にお申し込みいただけましたら幸いです。
◆ 詳細については事務局へお問い合わせください。
尚、変更などについては「NPO法人高次脳機能障害友の会みずほ」
ホームページでお知らせいたします。

【事務局】「愛知高次脳機能障害協議会」（NPO法人 高次脳機能障害友の会みずほ 内） 
名古屋市中区平和2-3-10 仙田ビル 

高次脳機能障害 家族相談会
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